
第５号様式（第 11条関係） 

 

実 績 報 告 書 

１ 事業者名 ＮＰＯ法人 サイン 

２ 事業名 すぎなみサイエンス Labo 2022 

３ 実施期間 令和４年４月２１日～令和５年３月２０日 

４ 実施場所等 

杉並区立杉並第六小学校、杉並区立高井戸小学校 

阿佐谷地域区民センター、荻窪地域区民センター 

高井戸地域区民センター 

５ 対象年齢・ 

  参加人数 

杉並区在住又は在学の小学４～６年生 

のべ 252名（4年生 126名、5年生 103名、6年生 23名） 

６ 参加費   無料 ・ 有料（ 500円 ） 

７ 内容 

・全 10回さまざまな分野の理科実験教室を開催。 

①  6月 12日  磁石のふしぎ探検 磁力線を見てみよう  30名 

②  7月 24日  からだの中のしくみ 肺の模型を作ろう  23名 

③  8月 21日  色って何だろう 分光器を作ろう     24名 

④  8月 28日  竹とんぼはなぜ飛ぶのか         23名 

⑤  9月 18日  水と油はなぜ混ざらない？海のアート  25名  

⑥ 10月 23日   浮力のはなし 浮沈子を作ろう       27名 

⑦ 11月 6 日   音のはなし 空気の流れ 笛を作ろう    27名 

⑧ 12月 18日   草木染                 25名 

⑨  1月 29日   鳥を知ろう！！             25名 

⑩  2月 19日   野菜のたねの図鑑をつくろう       23名 

※各回の活動報告書、アンケート結果、学校別参加人数参照 

 

・スタッフ会議を 6回実施。 

⑴  4月 21日 スタッフ会議（チラシ作成）スタッフ 3名 

⑵  5月 8 日  合同会議  （顔合わせ） 講師 8名、スタッフ 7名 

⑶  5月 30日 スタッフ会議（参加者選定）スタッフ 3名 

⑷  8月 14日 スタッフ会議（参加者選定）スタッフ 3名 

⑸ 11月 13日 スタッフ会議（参加者選定）スタッフ 3名 

⑹  3月 18日 合同会議  （振り返り） 講師 5名、スタッフ 7名 

 

８ 効果 

・杉並区全域（在住又は在学）の小学４～６年生を対象とすることで、

多くの児童が参加して学ぶことができた。 

・日頃から地域の中で理科教室を実施している 9 名の講師の専門分野

に、興味のある子どもたちがたくさん応募してくれた。 

・カリキュラムの中にオープニング（絵合わせパズルによるグループ分



け）の時間を加えることによって、成績や評価の無い空間の中で自分を

開放し、新たな自分を発見できる環境を作れた。 

・実習の後に振り返りや今後の目標設定の時間を組み込むことによっ

て、単なる体験学習で終わらせず、日常生活の中に学習で培った経験を

活かし、自ら考えて行動する力に繋げていけるよう促すことができた。 

・他の学校の子と友達になり、協力し合う場面が多々見受けられた。 

・参加にあたり、保護者の方より不安要素（学習障害など）のあるお子

さんの様子を共有することがあったが、グループに 1名スタッフを配置

する人員体制により、最後まで参加できたことで大変喜ばれた。区の後

援事業ということもあり、参加しやすかったように思う。 

・杉並区次世代育成基金活用事業助成対象事業の趣旨を皆で共有し、地

域のいろいろな方々のお陰で運営していることや、未来を担う子どもた

ちを応援していること伝える良い機会になった。 

・全 10 回開催したが、好きなことを学び合う子どもたちの興味津々な

様子や、新たな発見に感動する様子がとても印象的であり、将来が楽し

みである。 

・今回はじめて杉並区次世代育成基金活用事業助成対象事業の企画・運

営にあたったが、杉並区内での参加需要の多さを感じるとともに、意味

と意義のある活動であることを強く実感した。 
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